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ミャンマー・サイクロン被害、中国四川省・地震被害への義援金
たくさんの善意をありがとうございました

「福岡市民義援金」としてミャンマーに1,008,780円、中国に1,610,924円を
贈りました。　e防災・危機管理課☎711-4056q733-5861
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新
病
院
の
整
備
場
所 

の
検
討
状
況
は
ど
う 

な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

市
は
、
昨
年　

月
の
検
証
・

１２

検
討
報
告
で
、
整
備
場
所
は
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
が
適
地
と
の

方
向
性
を
ま
と
め
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
答
申
で
示
さ
れ
た

新
病
院
に
必
要
な
医
療
機
能
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
や
経
済
性
、
敷
地
の
活

用
性
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な

観
点
か
ら
検
討
し
て
お
り
、
７

月
中
を
め
ど
に
整
備
場
所
を
決

定
す
る
予
定
で
す
。

新
病
院
は
、
ど
の
よ 

う
な
病
院
に
な
る
の 

で
す
か
？

　

小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
な

ど
を
担
う
新
病
院
を
整
備
し
ま

す
。
最
新
の
高
度
医
療
を
行
う

た
め
の
機
器
や
設
備
を
備
え
、

患
者
や
家
族
の
ス
ト
レ
ス
を
和

ら
げ
る
た
め
に
ゆ
と
り
を
持
っ

た
病
室
を
確
保
す
る
な
ど
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け

ら
れ
る
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
要
望
が
多
い
駐
車
場
も
十
分

な
台
数
を
確
保
し
ま
す
。

　

現
在
、
小
児
科
や
産
科
、
麻

酔
科
の
医
師
不
足
が
全
国
的
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
質
の
高
い
医
療
機
能

と
良
好
な
療
養
環
境
を
持
つ
病

院
を
つ
く
る
こ
と
で
、
優
秀
な

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
る
病
院

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
病
院
で
行
う「
周
産 

期
医
療
」と
は
ど
の
よ 

う
な
も
の
で
す
か
？

　

こ
ど
も
病
院
は
、
小
児
の
心

臓
病
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
出
生
前
診
断
法
の

発
達
に
よ
り
、
先
天
性
の
病
気

は
胎
児
の
段
階
か
ら
相
当
程
度

が
診
断
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
こ
ど
も
病
院
に
は

産
科
が
な
い
た
め
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
病
気
を
抱
え
、
出

生
直
後
に
手
術
な
ど
の
適
切
な

処
置
が
必
要
な
場
合
で
も
、
他

の
病
院
か
ら
出
生
後
に
緊
急
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
病
院
で
は
産
科

を
設
置
し
、
母
体
搬
送
等
へ
の

対
応
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、

新
生
児
の
負
担
を
軽
く
す
る
と

と
も
に
、
出
生
と
同
時
に
必
要

な
処
置
が
行
え
る
体
制
へ
と
機

能
を
強
化
し
ま
す
。

市民の皆さんの
疑問にお答え
します

ど
う
し
て
今
の
病
院 

で
は
だ
め
な
の
で
す 

か
？

　

こ
ど
も
病
院
は
、
開
院
し
て

か
ら
約　

年
が
経
ち
、
施
設
・

３０

設
備
の
老
朽
化
に
よ
り
、
次
々

と
大
規
模
修
繕
が
必
要
な
時
期

と
な
っ
て
お
り
、
耐
震
補
強
に

つ
い
て
も
全
面
的
な
工
事
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
施
設
が
狭
い

た
め
、
高
度
化
が
進
む
医
療
に

対
応
す
る
た
め
の
機
器
や
設
備

を
備
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
病
室
が
狭
い
こ
と

や
慢
性
的
な
駐
車
場
不
足
な
ど

の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

現
地
で
の
建
て
替
え 

は
で
き
な
い
の
で
す 

か
？

　

現
地
で
の
建
て
替
え
は
、
診

療
を
続
け
な
が
ら
行
う
こ
と
に

な
る
た
め
、
工
事
の
振
動
や
騒

音
に
よ
り
、
利
用
者
に
大
き
な

苦
痛
や
不
便
を
与
え
ま
す
し
、

一
部
休
診
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
さ
ら
地
に
建
て
る

場
合
と
比
べ
て
、
約
１
・
５
倍

の
費
用
が
か
か
り
、
工
事
期
間

は
最
短
で
も
約
５
年
か
か
る
見

込
み
で
す
。

　

さ
ら
に
、
土
地
が
狭
く
、
形

状
が
不
整
形
で
あ
る
中
で
診
療

と
工
事
を
並
行
し
て
行
う
た
め

に
設
計
上
の
制
約
も
大
き
く
な

り
、
使
い
勝
手
や
機
能
の
面
で

効
率
的
な
施
設
を
つ
く
る
こ
と

が
困
難
で
す
。

候
補
地
は
ど
の
よ
う
な
場
所 

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
評
価 

し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

検
証
・
検
討
で
は
ま
ず
、
現

在
地
近
く
の
候
補
地
と
し
て
、

①
九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ

ス
跡
地
②
九
州
大
学
田
島
寮
跡

地
③
当
仁
中
学
校
跡
地
を
検
討

し
ま
し
た
。

　

①
九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン

パ
ス
跡
地
は
、
土
地
単
価
が
高

い
こ
と
や
朝
夕
を
中
心
に
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
ま
た
②
九
州
大

学
田
島
寮
跡
地
や
③
当
仁
中
学

校
跡
地
は
敷
地
面
積
や
周
り
の

道
路
が
狭
く
、
今
後
の
医
療
機

能
拡
張
な
ど
に
問
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
病
院
用
地
と
し
て

は
最
適
な
場
所
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
証
・
検
討
で

は
、
候
補
地
の
範
囲
を
市
内
全

域
に
ま
で
広
げ
、
④
香
椎
副
都

心
土
地
区
画
整
理
地
区
と
⑤
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

　

④
香
椎
副
都
心
土
地
区
画
整

理
地
区
は
、
土
地
単
価
が
高

く
、
敷
地
が
狭
い
こ
と
な
ど
か

ら
新
病
院
用
地
と
し
て
は
適
し

て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

⑤
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、

利
便
性
は
他
の
候
補
地
よ
り
劣

っ
て
い
ま
す
が
、
新
病
院
の
機

能
に
対
応
し
た
病
院
用
地
が
十

分
に
確
保
で
き
、
今
後
の
敷
地

の
活
用
性
も
高
く
、
土
地
単
価

が
安
価
で
あ
る
と
評
価
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
公
園

の
緑
が
あ
る
な
ど
、
療
養
環
境

も
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
場 

合
は
、
交
通
の
便
が
悪
い 

の
で
は
な
い
で
す
か
？

　

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、
現

在
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん

で
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
バ
ス
な

ど
の
利
便
性
も
高
ま
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。
周
辺
道
路

の
整
備
や
自
動
車
専
用
道
路
の

導
入
に
つ
い
て
も
現
在
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
病
院
の
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
９
割

の
人
が
「
駐
車
場
が
あ
れ
ば
自

家
用
車
を
利
用
し
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ラ
ン
ド

シ
テ
ィ
で
は
、
十
分
な
駐
車
場

を
確
保
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
し
、
病
院
敷
地
内
に
バ
ス
停

を
設
置
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
で 

は
地
震
の
心
配
も
あ
る 

の
で
は
な
い
で
す
か
？

　

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
で
は
、

液
状
化
が
生
じ
に
く
い
よ
う
、

地
盤
を
安
定
さ
せ
る
地
盤
改
良

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

に
か
か
る
３
つ
の
橋
は
、
す
べ

て
国
土
交
通
省
の
技
術
基
準
に

基
づ
く
設
計
に
よ
り
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
規
模
の
地
震
に
耐

え
る
こ
と
が
で
き
る
強
度
で
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
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こ
ど
も
病
院
の
機
能
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

こ
ど
も
病
院
の
機
能
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て　

市
の
取
り
組
み
方
針
を
ま
と
め
ま
し

　
　
　
　

市
の
取
り
組
み
方
針
を
ま
と
め
ま
し
たた※詳細は、市のホームページをご覧ください。www.city.fukuoka.lg.jp/

＞生活情報＞健康・医療・年金＞医療＞新病院創設＞福岡市立病院のあり方に関する市の取組方針について

諮問事項・答申・市の取り組み方針の内容

（※）１、妊娠後期から新生児期早期までの期間の出産に関する時期を一括した概念を周産期といい、この時期に母体、胎児、新生
児を総合的に管理して母と子の健康を守るための医療。
（※）２、市民生活、地域社会および地域経済の安定等の公共上の見地からその地域において確実に実施される必要のある事務・
事業のうち、自治体自身が必ず直接実施するという必要まではないものの民間の主体に委ねては確実な実施が確保できないおそ
れがあるものを効率的・効果的に行わせるため、自治体が設立する法人のことをいう。すでに宮城県立こども病院や大阪府の府
立５病院などが、地方独立行政法人として運営されている。 

　

※
こ
ど
も
病
院
・
感
染
症
セ
ン
タ
ー
は
、
文
中
で
は
こ
ど
も
病
院
と
表
し
ま
す
。

　

市
は
、
今
年
１
月
８
日
、
医
療
の
専
門
家
や
市
議
会
議
員
な
ど
で
構
成
す
る
病
院
事

業
運
営
審
議
会
に
、
市
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。
こ
の
諮
問
事
項

に
つ
い
て
、
６
月
９
日
に
、
審
議
会
の
会
長
か
ら
市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
、
市
は
こ
の

答
申
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
る
と
い
う
取
り
組
み
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

現在のこども病院

こども病院・感染症セン
ターの機能のあり方

福岡市民病院の
あり方

市立病院の
経営形態のあり方

市から審議会への
諮問事項

・小児医療を充実させ、周
産期医療(※)1に取り組む
ため、早急に新たな病院
を整備すべきである。

・新型インフルエンザやＳ
ＡＲＳなどの1類・2類
感染症医療等は大学病院
や国立病院に任せること
が望ましい。

・当面は現在の施設を活用
して存続させることが適
当である。

・この場合、経営の効率化
や健全化に向けた取り組
みに、従来以上の努力を
行っていくことが前提と
なる。

・市が担うべき医療を安定
的・継続的かつ効率的に
提供していくため、速や
かに地方独立行政法人 
(※)2に移行すべきである。

審議会から
市への答申

・答申に沿った新しい病院
を整備します。

・1類・2類感染症医療等
については、権限を持つ
福岡県等と協議します。

・経営の効率化や市の一般
会計からの繰入金の圧縮
を前提に、現施設を活用
して存続させます。

・平成２２年度の地方独立行
政法人への移行を目指し
ます。

市の取り組み方針
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